


今日の初めに

草むしり　名も知らぬ花は　対象か

　庭の雑草抜きをしていていつも感じる事。

　どこまでむしればいいのだろうか。

　うちの庭がいつも草ぼうぼうなのは、決して私がずぼらなのではなく

雑草を花として許容できる心豊かな人間だからって事にしておいてください。

はじめまして。ハルカシタです。



私は、選り好みをしていたら職が見つからない人間

お金を稼ごうと思った。

友人達に「今年は何か仕事しようと思って」とか格好つけて言ってしまったのに

思ってただけで満足してしまい、何もしないまま数か月経ってしまったので

「仕事やるやる詐欺」呼ばわりをされる前に、やるそぶりを見せようとスーパーへ行ったついで

に

職探しのフリーペーパーをもらってきた。

でも、現実は厳しい。

そもそも、大卒初年度だって楽にはいかない就職活動。

一度社会人生活から身を退いて主婦になった、特別自慢できる資格ももってないアラフォーの私

を

好き好んで雇いましょうなんてふざけた会社があるならば、そんな会社は

全く持って信用できないので、採用ですとか言われた瞬間こちらからお断りだ！

って、あれ？

ともかく、それくらい現実は厳しいのだ。

最近は、資格を要する医療関係や介護サービス、コールセンターや携帯ショップ店員などの求人

が多い気がする。

しかし、それらの仕事は金額の割に身体的、メンタル的に想像以上に大変でやってみてもお得感

が感じられず、

みんな長続きしないから万年人手不足なのではないだろうかとかなど邪推してしまい触手が動か

ない。

ましてや年がいくほど選べる仕事は減ってきて、

年齢的にこちらが選り好みしてたらまずほとんど仕事は見つからないだろう。

…だけど。だけどもね、やっぱり選り好んじゃうのが人間でしょう？そうでしょう？
お願いだからそうだと言って。

本当のほんとに仕事が必要な人はきっとみんなそれなりにどこかに収まるのでしょう。

でも、私のような「いい条件の仕事があったら」と考えているステージの人間には

たぶん自分の考えるような「いい条件の仕事」は永遠に巡ってこない。

そもそも自分は会社員時代

「週休７日の会社が会ったら転職する！」とか寝言いってるような人間でしたから。



なので、心を入れ替えて「特別これといっていい条件ではない仕事」を探してみることにした。

すると結構候補が見つかるもので、狙いをつけ電話をしてみる。

ところがどっこい、大抵の会社は求人と違う事を言ってくる。

まず大抵の場合この質問がコレ。

「失礼ですがおいくつの方でしょうか？」

全くだ！全くもって失礼だ。こっちのウィークポイントを真っ先に攻めてくるとは。

いやいや、痛いところを突かれたと言って早まるな、次に繋げなければ。

屈辱に耐えながらも正直に年齢を伝えると今度は求人には書いてない残業の話やシフトの話を

持ち出したり土日の出勤の可否とか聞いてきて、そこで難しいといえばチーン終了。

面接にすらたどり着けない。

年齢聞かれ損？電話の主は敵なのか？攻撃対象なのか？攻撃していいのか？

こっちは電話をした時点である程度妥協してるというのに、更に労働条件を

譲れというのか？何様だ！貴様には飯粒ひとつの世話にもなっておらんものを！などと

昔読んだ小説か何かの一文が頭をよぎるけれど実際はそこまで腹はたってはいなくて

むしろ、はぁ〜…ですよねぇ〜…。とべっこり落ち込むくらいの反応しか私にはできない。
会社だって利益を得る為にはより条件の良い人間を選り好みしないといけないのだから。

片や選り好みをしていたら職が見つからない人間。

片や選り好みを辞めて謙虚に応募してきた人間を選り好みする企業！

こんなところにも弱者と強者が存在するのか。資本主義という言葉をタイプする手も怒りで震え

る（実際は腱鞘炎だけど）

そんな私が最近ようやく収入への足掛かりを見つけました。データ入力の仕事です。

しかし内職みたいなものなので拘束される時間の割に利益はさほどあがらず。このままではいけ

ない。

今の私は柳川鍋のドジョウだ。早く別の仕事を探さねば。気持ちが逸る。

そのストレスで菓子食べちゃったりして、体重増しちゃったりして。

何！？私はより一層太るために内職してるのか！？内職とタイプする二の腕も怒りで震える（こ

れはダイエットしろって事で）

ところで、この文章一体どこで終わればいいのか。

書いていたらどんどん愚痴めいた物になってきてしまったけれど



もう、頭では（そろそろ風呂敷畳もうや）とか思いつつも手がいう事きかない。

指が勝手に動く。（だから腱鞘炎だから震えてるだけでは）

ならば無理やり話をまとめてみよう。

「仕事探し。大変だよねぇ〜」



最近の私の夢

私はたぶん万引き犯によく間違われる。

実際はやった事もないし、間違われたと言っても別に捕まった事もない。

でも、間違われてるんじゃないか！？と日々思わずにはいられない。

店員が見てる気がするのだ！

本屋、ドラックストア、ホームセンター。

気にするから余計に挙動が怪しくなるのかも知れないが

こっちはなるべく怪しまれないように店に行くと分かっている日は

小さいチャックのついた鞄にするとか、無駄に他店の袋は持ち込まないとか

２，３点の少量購入の時だってカゴに入れて手だけでは持ち歩かないようにとか

気を使っているのに。

アレなんだろうか。私の顔つきか？プロファイリングとかで万引きしそうな顔立ちとか

服装とかなのか？

先日、ドラッグストアに行ったとき、私はあるハンドクリームが欲しかった。

その店は初めて入る店で、どこに何があるのか全く分からない。

ひたすらハンドクリームを探してうろうろするが見つからない。ふと上を見上げると

棚番とその列に書いてある商品の案内板がある。

（ハンドクリームは…洗顔用品？化粧品？衛生用品？）
じっと案内板をみてたら、その真横に防犯カメラがある事に気が付いた。

たぶん、防犯カメラには防犯カメラを見ている私の間抜け面が写っていたんだろう。

そして、それは、防犯カメラの位置を確認する怪しい主婦にも見えたのでしょう。

店内に音楽が流れ

「店内定期巡回をお願いします」

定期巡回！？ちっがうだろ。このタイミングでか！？

私は誓って怪しい事はしていないし、堂々としていればいい。

でも、何故か私の足跡をなぞるように私の周りを店員がうろうろし始める。

くぅ〜。ドラッグストア、お前もか。

気弱な私は店員に声を掛ける

「すみません。●●というハンドクリーム探してるのですが」

「ああ、それならこちらです。最近売り場が変わったんですよ。こちらになります」



このさりげない会話の中に私は疑われていたことを確信した。

（最近売り場が変わった）とフォローを入れるという事は私がそれまでうろうろと店内をさまよ

っていたのを

知っていての発言ではないか！（え？考えすぎ？）

本当はハンドクリーム以外にものんびり店内を見たかった。

でも、耐えられない！

うろうろすると店員達と何度も目があい、

「いらっしゃいませぇええ〜」と威嚇するような声掛け。

意味もなく私のそばの棚を整頓し始める店員。

これらに耐えながらみんなは買い物をしてるのか？

店内のマイクを奪い取って叫びたい。

しない、しない！私はしない！過去にも未来にも私は一度も万引きしてませんからー！

最近の一番の夢はドラックストアとかでマイクパフォーマンスをしてみたい。かもしれない。



今日の最後に

子供の頃、日一杯遊んで帰った夕暮れの帰り道。

家の明かりが見えてくると、何故か私はドキドキして走り出す。

夕方の影は長く、いつも私に必死でくっついてきた。

隙があれば一緒に家まで入り込もうとするかのように。

ドアを閉めれば今日も影は取り残され、玄関の前で静かに立ちすくみ、

そしてこっそり背を小さくして

また明日私が家から出てくるのを待ちかまえているのだろう。

-----

それでは、またいつか（＾＿＾）ノ



奥付
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